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公
安
委
員
会
規
程

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

三
恵
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

○
告
　
　
　
　
　
示

大
分
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号

　

次
の
者
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
変
更
許
可
申
請
に
つ
い
て
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び

（
公
安
委
規
程
・
告
示
）

大
分
県
公
安
委
員
会
規
程
第
２
号

　
大

分
県

公
安

委
員

会
に

お
け

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
基

本
方

針
を

次
の

よ
う

に
定

め
る

。
　

　
令

和
７

年
８

月
26日

大
分

県
公

安
委

員
会

委
員

長
　

久
　

家
　

里
　

三
　

　
　
　
大
分
県
公
安
委
員
会
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
方
針

　
（

目
的

）
第
１
条

　
こ

の
基

本
方

針
は

、
大

分
県

公
安

委
員

会
（

以
下

「
公

安
委

員
会

」
と

い
う

。
）

が
保

有
す

る
情

　
報

の
機

密
性

、
完

全
性

及
び

可
用

性
を

維
持

す
る

た
め

、
公

安
委

員
会

が
実

施
す

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
　

対
策

に
つ

い
て

基
本

的
な

事
項

を
定

め
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
　

（
定

義
）

第
２
条

　
こ

の
基

本
方

針
に

お
い

て
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

用
語

の
意

義
は

、
そ

れ
ぞ

れ
当

該
各

号
に

定
め

　
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
　

⑴
　

機
密

性
　

情
報

に
つ

い
て

、
当

該
情

報
を

利
用

す
る

権
限

を
有

す
る

者
だ

け
が

当
該

情
報

を
利

用
で

　
　

き
る

こ
と

を
い

う
。

　
⑵

　
完

全
性

　
情

報
に

つ
い

て
、

そ
の

処
理

及
び

伝
送

が
正

確
で

あ
る

こ
と

を
い

う
。

　
⑶

　
可

用
性

　
情

報
に

つ
い

て
、

当
該

情
報

を
利

用
す

る
権

限
を

有
す

る
者

が
必

要
な

と
き

に
当

該
情

報
　

　
を

利
用

で
き

る
こ

と
を

い
う

。
　

⑷
　

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

　
情

報
の

機
密

性
、

完
全

性
及

び
可

用
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
い

う
。

　
⑸

　
警

察
情

報
シ

ス
テ

ム
　

大
分

県
警

察
が

設
置

す
る

情
報

シ
ス

テ
ム

を
い

う
。

　
⑹

　
管

理
対

象
情

報
　

次
に

掲
げ

る
情

報
を

い
う

。
　

　
ア

　
警

察
情

報
シ

ス
テ

ム
に

記
録

さ
れ

た
情

報
（

書
面

に
記

載
さ

れ
た

情
報

で
あ

っ
て

そ
の

内
容

が
警

　
　

　
察

情
報

シ
ス

テ
ム

に
入

力
さ

れ
た

も
の

を
含

む
。

）
　

　
イ

　
警

察
情

報
シ

ス
テ

ム
か

ら
出

力
さ

れ
た

情
報

　
　

ウ
　

警
察

情
報

シ
ス

テ
ム

以
外

の
電

子
計

算
機

そ
の

他
の

機
器

に
記

録
さ

れ
た

情
報

で
あ

っ
て

公
安

委
　

　
　

員
会

が
取

り
扱

う
も

の
　

　
エ

　
警

察
情

報
シ

ス
テ

ム
の

設
計

又
は

運
用

管
理

に
関

す
る

情
報

　
（

管
理

対
象

情
報

の
分

類
）

第
３
条

　
管

理
対

象
情

報
に

つ
い

て
は

、
そ

の
性

質
、

内
容

及
び

利
用

の
態

様
に

応
じ

て
分

類
し

、
そ

れ
ら

　
の

分
類

に
応

じ
た

対
策

に
従

い
適

正
に

管
理

さ
れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
　

（
公

安
委

員
会

委
員

の
責

務
）

第
４
条

　
公

安
委

員
会

委
員

は
、

警
察

情
報

シ
ス

テ
ム

及
び

管
理

対
象

情
報

を
適

切
に

取
り

扱
わ

な
け

れ
ば

　
な

ら
な

い
。

　
（

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

等
）

第
５
条

　
公

安
委

員
会

の
運

営
に

関
し

て
、

警
察

情
報

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
情

報
を

取
り

扱
う

場
合

は
、

こ
の

　
基

本
方

針
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
大

分
県

警
察

に
お

け
る

警
察

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

に
よ

る
　

も
の

と
す

る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ

の
規

程
は

、
令

和
７

年
８

月
26日

か
ら

施
行

す
る

。



令
和
七
年
八
月
二
十
六
日

大
分
県
報

二

清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
九
条
第
二
項
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
同
法
第

八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
許
可
申
請
書
等
を
縦
覧
に
供
す

る
。

　

な
お
、
当
該
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
知
事
に
対
し
、
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
の

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日

                                       

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

　
　

中
津
市
大
字
田
尻
二
千
五
百
番
地
の
一

　
　
　

株
式
会
社
大
和

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

伊　

藤　

秀　

昭

二　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

　
　

中
津
市
大
字
田
尻
字
余
水
川
新
開
二
千
五
百
一
番
一
ほ
か
二
十
八
筆

三　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

　
　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
五
条
第
二
項

　

に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

四　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物
の
種
類

　
　

燃
え
殻
、
汚
泥
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
紙
く
ず
、
木
く
ず
、
繊
維
く
ず
、
動
植
物
性
残
さ
、
ゴ
ム
く

　

ず
、
金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
等
、
が
れ
き
類
、
ば
い
じ
ん
、
十
三
号
廃
棄
物
と
同
一
の
性
状
を
有
す
る

　

一
般
廃
棄
物

五　

申
請
年
月
日

　
　

令
和
七
年
五
月
十
六
日

六　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
六
日
ま
で

七　

縦
覧
場
所

　
　

大
分
県
生
活
環
境
部
循
環
社
会
推
進
課
及
び
北
部
保
健
所

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号

　

次
の
者
か
ら
提
出
の
あ
っ
た
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
変
更
許
可
申
請
に
つ
い
て
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
五
条
の
二
の
六
第
二
項
に
よ
り
準
用
さ

れ
る
同
法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
許
可
申
請
書
等
を

（
告
示
）

縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
週
間
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
、
知
事
に
対
し
、
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
の

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

　
　

中
津
市
大
字
田
尻
二
千
五
百
番
地
の
一

　
　
　

株
式
会
社
大
和

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

伊　

藤　

秀　

昭

二　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

　
　

中
津
市
大
字
田
尻
字
余
水
川
新
開
二
千
五
百
一
番
一
ほ
か
二
十
八
筆

三　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

　
　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
七
条
第
十
四

　

号
ハ
に
規
定
す
る
管
理
型
最
終
処
分
場

四　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類

　
　

燃
え
殻
、
汚
泥
、
廃
油
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
紙
く
ず
、
木
く
ず
、
繊
維
く
ず
、
動
植
物
性
残
さ
、

　

ゴ
ム
く
ず
、
金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
等
、
鉱
さ
い
、
が
れ
き
類
、
ば
い
じ
ん
、
十
三
号
廃
棄
物
、
廃
石

　

綿
等

五　

申
請
年
月
日

　
　

令
和
七
年
五
月
十
六
日

六　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
六
日
ま
で

七　

縦
覧
場
所

　
　

大
分
県
生
活
環
境
部
循
環
社
会
推
進
課
及
び
北
部
保
健
所

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
県
営

土
地
改
良
事
業
の
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内

に
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



令
和
七
年
八
月
二
十
六
日

大
分
県
報

三

（
告
示
）

　
　

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

事　
　

業　
　

名

地 

区 

名

縦　
　

覧　
　

期　
　

間

縦
覧
場
所

県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

（
区
画
整
理
）

津
久
見
地
区

令
七
・　

八
・
二
六
か
ら

令
七
・　

九
・
一
六
ま
で

津
久
見
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号

　

令
和
七
年
大
分
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号
（
こ
い
の
持
ち
出
し
の
制
限
）
に
基
づ
く
水
域

の
範
囲
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

　
　

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

一　

大
分
川
水
系
の
本
流
、
支
流
及
び
派
流

二　

筑
後
川
水
系
の
大
分
県
区
域
の
本
流
、
支
流
及
び
派
流

三　

山
国
川
水
系
の
大
分
県
区
域
の
本
流
、
支
流
及
び
派
流

四　

伊
呂
波
川
水
系
の
本
流
、
支
流
及
び
派
流

五　

駅
館
川
水
系
の
本
流
、
支
流
及
び
派
流

六　

自
見
川
水
系
の
本
流
、
支
流
及
び
派
流

七　

八
坂
川
水
系
の
本
流
、
支
流
及
び
派
流

八　

大
野
川
水
系
の
本
流
、
支
流
及
び
派
流

九　

豊
後
高
田
市
西
真
玉
字
潮
見
の
貯
水
池

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
四
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

道
路
の
種
類

区　
　
　

間

区
域
変
更

敷
地
の
幅
員

延　
　

長

及
び
路
線
名

前
後
別

県
道
文
珠
山

浜
線

国
東
市
国
東
町
来
浦
字
カ
ヂ
ヤ
ゾ
ノ
一
二

七
五
番
七
か
ら

国
東
市
国
東
町
来
浦
字
カ
ヂ
ヤ
ゾ
ノ
一
二

七
二
番
四
ま
で

前

メ
ー
ト
ル

一
〇
・
九　
　
　

～　

九
・
二

メ
ー
ト
ル

一
六
・
七

後

一
四
・
六　
　
　

　

 

～　

七
・
二

一
六
・
七

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区　
　
　

間

区
域
変
更

前
後
別

敷
地
の
幅
員

延　
　

長

県
道
両
子
山

武
蔵
線

国
東
市
安
岐
町
両
子
字
川
原
一
一
二
番
三

か
ら

国
東
市
安
岐
町
両
子
字
園
田
ノ
上
二
六
番

二
ま
で

前

メ
ー
ト
ル

三
一
・
二　
　
　

～　

四
・
一

メ
ー
ト
ル

三
〇
二
・
八

国
東
市
安
岐
町
両
子
字
川
原
一
一
二
番
一

か
ら

国
東
市
安
岐
町
両
子
字
園
田
ノ
上
二
六
番

二
ま
で

後

五
七
・
一　
　
　

　

 

～
二
〇
・
九

三
〇
二
・
八

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
四
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の



令
和
七
年
八
月
二
十
六
日

大
分
県
報

四

供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供　

用　

開　

始　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県
道
文
珠
山
浜
線

国
東
市
国
東
町
来
浦
字
長
野
前
一
六
〇
〇
番
五
か
ら

国
東
市
国
東
町
来
浦
字
長
野
前
一
六
〇
一
番
六
ま
で

令
七
・　

八
・
二
六

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
四
十
三
号

　

大
分
県
が
管
理
す
る
港
湾
施
設
の
概
要
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
告
示
第
二
百
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

な
お
、
関
係
図
面
は
、
大
分
県
土
木
建
築
部
港
湾
課
及
び
別
府
土
木
事
務
所
に
備
え
置
い
て
一
般
の
閲
覧

に
供
す
る
。

　
　

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

　

一　

日
出
港
の
㈡
概
要
の
表
中

「

を

Ｈ
―
二
―
三

野
積
場

一
、
五
八
四
・
八
六　

平
方
メ
ー
ト
ル

」

「

に

Ｈ
―
二
―
三

附
属
地

一
、
五
八
四
・
八
六　

平
方
メ
ー
ト
ル

」

改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
七
年
八
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

指
定
番
号

指　

定　

位　

置

指
定
年
月
日

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

別
第
六
―
四

号

速
見
郡
日
出
町
大
字
藤
原
字
二
本

榎
一
九
二
九
番
四
及
び
一
九
二
九

番
二
の
一
部
並
び
に
一
九
二
九
番

二
及
び
一
九
二
九
番
四
の
各
地
先

里
道

令
七
・　

七
・
二
四

メ
ー
ト
ル

　

五
・
五
〇

～
四
・
〇
六

メ
ー
ト
ル

三
八
・
四
九

（
告
示
）


